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This paper considers a future possibility of IT technology for educational use with a brief 
look at the development of technology with respect to English education.  In section 2, we 
look over the technological development from the perspective of Japanese English 
education, and then see how Kanazawa University has responded to its development in 
section 3.  Section 4 introduces several samples which have been used in KU’s language 
programs as well as the newly developed drill exercise that works on the WEB class 
software.  Section 5 concerns the problems, serious yet particular to language education, 
that pertain to the making of teaching materials.  Finally, section 6 discusses how 




 本稿では英語教育に関しての技術発展と今後の IT の教育利用の可能性について考察を行う。第
2 節では、英語教育から見た技術の発展を概観して、第3 節では、それに応じた金沢大学でのこれ
までの取り組みについて述べる。第4 節では、WEB Class で動作する演習教材やその他の実践例



























・コンピュータを使った学習<第二期>: MD の時代/DV ビデオカメラの時代/衛星放送の時代 
コンピュータ教室に LL 機能付加：マルチメディア型 CALL システム、サーバー上に置
かれたネットワーク教材 
 
























が 1970 年代に LL 機能をつけたラジカセを発売し、語学教育を相当意識した流れと言えるだろう。筆者は始めてのラ
ジカセ購入で、録音速度が変えられるという機能があった故に、そのソニーのラジカセを買った。 




た。カセットにしろ VHS にしろ、第二世代は磁気テープの時代とくくれると思います。 
 昭和から平成の頃に、コンピュータが LL などの特別教室に登場して第三世代にはいったと思い
ます。しかしながら、当時は PC といっても stand alone で、それも LL 機能とは連携がなく、システム




 その後バラバラな生活をしていた LL 機能とコンピュータが一体化を強める時期が来ます。LL で
はカセットデッキが机に装備されているものの、ブースからPCを操作したり、すこしずつ仲が良くな
る中間的・過渡的な第2期がありました。教材もCD-ROMの単体教材ではなく、サーバーに置いて



































教養教育（共通教育）で使用できる LL 教室が 1 室（教養部角間移転時） 








総合教育棟2 階(30 人ブース) 
2000 年： 
ネットワーク対応の WEB 教材の導入 
アルク社製 NetAcademy「初級・中級コース」、その後「スタンダードコース」、「英作文コー
ス」を導入(2003 年)  
2006 年： 
工学部一年生全体への CALL 授業開始（F10 情報処理演習室） 
CALL 実習室の機種変更（ソフトウェア LL(松下製L3Stage)導入)と規模拡充(40 人ブース) 
 





















ました。CALL 実習室は 30 人規模の実験的な教室であったために十分な活用ができませんでした
が、2006年度にはCALL実習室を40人規模に改修して、本格的な使用が可能になりました。また、














しないと、外国語での IT 利用に今後の発展性がないと思います。 
 
 




4-1. WEB class の演習問題 



































 まず、山本卓先生（教育学部）の「英語 I(リスニング）」授業で使用する市販教材の WEB 化の事例














ストです。こういった方法で IT を利用できるように環境整備を進めるべきです。 
 





















































5.  外国語教材を作成するときの課題 
 前節で紹介しましたように、金沢大学でも外国語教員がそれぞれの授業の実践の中で IT 化を進






























































作物を授業終了後も利用できるように WEB Class においておく、というような場合は、許諾がない限
りおそらく現行法に触れると思われます。 














































6.  今後について 
 最後に、今後のことについて触れたいと思います。これまでのまとめとして、簡単におさらいふう
                                          
5 米国では TOEFL の問題作成など教育目的で印刷された著作物を利用する場合、米国国会図書館(Library of 
Congress)へ利用した著作物の該当箇所と改変の内容などを文書で報告することになっている。印刷物ではこのような
制度があるようだが、音声や動画像の教育目的での利用については立ち後れている。 





  多くの学生が同時に音声・画像データを受信できる環境の整備 
   ネットワーク環境のメインテナンスへの投資 
  学内専用の教育素材とインターネット上の素材を共に利用できる環境 
 





















 b) WEB Class の機能強化 



































著作権の問題に触れられていた。そこでは、理工系の IT 教材と著作権の問題は、X 氏が作成した
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